
 

 

 

 

 

 

 

 12月 15日に開催された「全国コミュニティ・スクール研究大会 by鳥取県南部町」での全体会

で“事例発表”された “「俵山・深川みすゞ学園」の取組”と“「地域とともに歩む学校づくり

～南部町コミュニティ・スクール～”の 2つの事例を報告します。 

 

山口県長門市からは「俵山・深川みすゞ学園」の取組として次

の 3つを柱として発表されました。 

〇「長門みすゞ学園」について 

〇学校・地域連携カリキュラムについて 

〇今年度の取組から来年度に向けて 

 長門市は長門市出身の童話詩人金子みすゞから名前をとり、長

門みすゞ学園として、“地域とともにある小中一貫教育「長門み

すゞ学園」”を推進しています。市内 5中学校区が各々「〇み

すゞ学園」として“地域とともにある小中一貫教育”に取組でい

ます。今回は「未来を切り拓く 人間性豊かな 俵山・深川っ子 の

育成」を学校教育目標に掲げた「俵山・深川みすゞ学園」の事例

が発表されました。地域とともに練り上げた“みすゞさんの心を

育てる 地域で目指す子ども像”の実現に向け、“みすゞさんの心

を育てる 小中一貫・家庭・地域連携カリキュラム”を創り上げて

います。 

 そのもとになる“みすゞさんの心”を次のように設定していま

す。 

 〇小学校 1年～4年 

  “わたしは好きになりたいな、何でもかんでもみいんな～「みんなをすきに」～” 

    ⇒お互いの「よさ」を大切にできるこども 

 〇小学校 5年～中学校 1年 

  “みんなちがってみんないい～「私と小鳥と鈴と」～” 

    ⇒お互いの「違い」を大切にできる子ども 

 〇中学校 2・3年（高校へ） 

  “見えぬけれどあるんだよ～「星とたんぽぽ」～” 

    ⇒お互いの「生命や心」を大切にできる子ども 
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 金子みすゞさんの言葉を使いながら、これからの時代に必要とされる多様性を培っていこうと

されています。これが学校の中だけでの取組であれば、なかなか浸透しないと思います。しか

し、家庭や地域も巻き込みながら小中一貫した学びをデザインすることで、地域全体で子どもを

育てる持続可能な仕組を創ろうしているのだと感じました。そうした仕組づくりは、子どもを育

てることを通して、未来を担う人材を育て、持続可能な地域づくりを目指されていると私は受け

止めました。 

 

 南部町は「地域とともに歩む学校づくり 南部町コミュニテ

ィ・スクール 」と題し南部町が推進するコミュニティ・スクー

ルの基本的な考え方や、南部町がコミュニティ・スクール推進の

柱として取組む「まち未来科」を中心に発表されました。 

 南部町はコミュニティ・スクールを「地方創生」に果たす教育

の役割と同一基軸として、住民主体のまちづくりの仕組としてコ

ミュニティ・スクールを位置づけていると受け止めました。 

コミュニティ・スクールの導入にあたり、 

〇コミュニティ・スクールの充実・発展のために 

〇地域とともに歩む学校づくりのために 

といった目的で「まち未来科」を創設されました。 

「まち未来科」は“まちに学ぶ、南部町独自の学び”であり、“「ふるさとに学び、ふるさと

を愛し、ふるさとと、ともにあり続ける子ども」を育てたい”という願いが込められています。 

 こうした地域と協働する町独自のカリキュラム開発をおこなうにあたって、教育委員会主導の

事業としてスタートしています。町の実態把握や、小中一貫教育の視点から考える重要性の確認



など委員会としてのメリットはありました。しかし、校長の理解や協力が得られないという大き

な壁に直面しました。そのために、教職員に伝わらない・学校運営協議会との連携が図れないな

ど、導入の意図がなかなか浸透しなかったそうです。このことは、コミュニティ・スクールの導

入にあたり、どの教育委員会も必ず直面する大きな壁ではと思います。 

 「「まち未来科」を試行される中、指導

主事による積極的コーディネートとバック

アップがおこなわれました。そうしたこと

で「まち未来科」の授業づくりのイメージ

が定着していきました。さらに“まち未来

会議を立ち上げ、教職員・地域住民・教育

委員会が一体となって戦略を練りました。

その結果、「〇中学校への重点支援によ

り、より地域を巻き込む、〇中３の姿をイ

メージ化することで、学校と地域の共有」

といった方向性が生まれました。こうした

取組が進む中で、現場から“どのように取

組めば「まちに未来科」になるのか？”と

いった声が上がり始めたそうです。これは

方向性がはっきりする中で、校長の理解が

深まり、校長が課題意識を持ち始めたのが

大きかったと分析されています。コロナ禍

で活動は制限されました。しかし、 “学

校と地域が協働する「まち未来科」”とイ

メージの共有が進み、本年度「まち未来

科」がコミュニティ・スクールのカリキュ

ラムとして再スタートしています。 

学校では 

① 学校教育目標の焦点化と明確化⇒課題とキーワード（ねらい）の共有・教育活動の見直し 

② 教職員の意識改革⇒校務分掌・校内研究への位置づけ、学校運営協議会との交流 

③ 子どもを核にした地域とのつながり⇒保小中連携、地域貢献活動、フィードバック 

といった流れで、教育課程の新たなデザインがすすめられています。 

南部町の「まち未来科」の取組を聴く中で、“「ふるさとに学び、ふるさとを愛し、ふるさと

と、ともにあり続ける」ためには、「地域で良い思い出を作る」”というフレーズが心に残りま

した。学校では「まち未来科」を窓口として地域とのつながりる中で、地域を学びます。地域で

は子どもが活躍できる場、子どもの居場所となる場をつくり、子どもたちを地域とつなげる取組

がすすめられています。そうした学校と地域の連携・協働で地域の子を地域全体で育てる仕組づ

くりが広まってきています。南部町がコミュニティ・スクールをまちづくりの柱として考える市

長・教育長の覚悟が、お二人のあいさつから伝わりました。発表を聞く中で、南部町ではカリキ

ュラム・デザイン＝コミュニティ・デザインとして動いている感じがして、とても新鮮でした。 

（参照・引用：全国コミュニティ・スクール研究大会 長門市・南部町事例発表資料より） 

 



 一緒に参加した畑指導主事より感想が届いていますので紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記で紹介している長門市や南部町の取組と、下記の動画をつなげてご覧いただけたら、これ

からの学校や学びの方向性がイメージできるのではと思います。 

〇渋谷区「未来の学校づくり」 

 渋谷区教育委員会では、渋谷区の未来像である「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」を

目指して、子供一人一人が自分の個性を伸ばし先進的で柔軟な考えを育むための教育に取り組ん

でいます。また、学校内外におけるさまざまな教育資源を活用して、未来をよりよく生きるため

の力を身につけることのできる『未来の学校』をつくり、学校教育と社会教育の充実を図ってい

ます。 

 「未来の学校」プロモーションビデオ https://www.youtube.com/watch?v=_tukPf3TGxQ&t=6s 

※ハード面だけでとらえるのではなく、ソフト面でとらえていただけたらと思います。 

〇戸田東小学校  

『未来社会を創造する児童生徒の育成』思考×表現×協働～STEAM教育で未来の学び～ 

  https://www.toda-c.ed.jp/uploaded/attachment/18617.pdf 

 戸田市プレゼン大会 

  ・令和 4年度 戸田市プレゼン大会 小学生の部 金賞 戸田東小学校 

 https://www.youtube.com/watch?v=dWdWT9xNNcc 

  ・令和 3年度 戸田市プレゼン大会 小学生の部 金賞 芦原小学校 

   https://www.youtube.com/watch?v=PjOjMCn5Ryo 

・令和 2年度 戸田市プレゼン大会 小学生の部 金賞 戸田東小学校 

https://www.youtube.com/watch?v=W_xSXwAnKiw 

・令和 4年度 戸田市プレゼン大会 中学生の部 金賞 喜沢中学校 

https://www.youtube.com/watch?v=T5y-njpdyzo 

  ・令和 3年度 戸田市プレゼン大会 中学生の部 金賞 戸田東中学校 

   https://www.youtube.com/watch?v=joif6NdMqHo 

  ・令和 2年度 戸田市プレゼン大会 中学校の部 金賞 喜沢中学校 

   https://www.youtube.com/watch?v=v4VToqziFaA 

 

（情報提供）コミュニティ・スクールとつなげてご覧いただけたら 

コミュニティ・スクール」 

俵山・深川みすゞ学園・南部町の事例発表を聞いて 

 俵山・深川みすゞ学園、鳥取県南部町の事例発表で共通していたことは、どちらも「学校

教育目標や目指す子ども像に焦点をおいて教育活動を見直していくこと、教職員への意識を

変えていくことでした。また、人事異動等によって人が移り変わっていく中、コミュニテ

ィ・スクールの仕組みを残していくためには、地域の人たちとどのようにつながり、意見を

共有することの大切さを改めて感じました。また、地域や保護者に学校の課題をいかに具体

的に提示し、当事者意識をもたせることがコミュニティ・スクールの推進には必要不可欠な

ものであることも再確認することができました。              （畑） 

https://www.youtube.com/watch?v=_tukPf3TGxQ&t=6s
https://www.toda-c.ed.jp/uploaded/attachment/18617.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=dWdWT9xNNcc
https://www.youtube.com/watch?v=PjOjMCn5Ryo
https://www.youtube.com/watch?v=W_xSXwAnKiw
https://www.youtube.com/watch?v=T5y-njpdyzo
https://www.youtube.com/watch?v=joif6NdMqHo
https://www.youtube.com/watch?v=v4VToqziFaA


（参考資料）地域教材のカリキュラムをデザインする時に参考になるのではと思います。 

 

（（参照・引用：全国コミュニティ・スクール研究大会 南部町事例発表資料より） 


